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＜連絡事項＞

・八戸短期大学　看護課の実習生が下記の日程であります

①　5/7～5/11

②　5/14～5/18

　病棟内で実習生の受け持ち候補として、清水　徹様・藤井　崇史様・佐々木　常夫様としてい

ます。詳しい事が決まり次第病棟へ連絡します。

＜患者様連絡事項＞

・本日、木津　誠子様は西Bユニット、山部　竹治様は南Dユニットへ移動となっています。

・入院2名ありました。（原田　勉様→Dユニット　平内　よし様→Cユニット）

・下栃棚　長良様～点滴は止めとなり、本日よりアルコールプログラム開始となっています。

　　　　　　　　　臨時薬は同内容で継続処方となっている。本人希望により夕食から大盛りに変更。

・浅水　寅雄様～点滴は止めとなり、本日よりアルコールプログラム開始となっています。

　　　　　　　　エンシュアリキッドは食事摂取が出来ているとの事で止めとなりました。

・森　美智男様～検査の為、メイバランスミニ4本（朝・昼）と服薬は止めとなっています。

　　　　　　　　次回、消化器科受診5/13日。帰院後エンシュア2本処方となる。

＜安ヶ平Dr.診察＞

・木村　格治様～エンシュアリキッド２本／日（朝・夕）が７日分継続処方となっています。

・佐川　光俊様～血圧高い為アムロジピン（5）1T　1×朝が本日より8日分処方となり、以後定期となります。また頭痛時の予測指示は5/14まで継続となっています。

・川口　豊松様～夜間の睡眠が確保できていない事からフルニトラゼパム（1）１T　1×就床前

　　　　　　　　が8日分処方となり以後定期となります。呂Ｄｒ診察にて酸素1ℓへ下げ

　　　　　　　　酸素飽和濃度を92％で維持するように指示あります。本日レントゲン検査を

　　　　　　　　実施しています。また、ロゼクラートが本日1日分処方となっています。

　　　　　　　　点滴は明日の12時まであります。胸部レントゲン検査の結果、少しの改善しか

　　　　　　　　無いです。水分ではむせ込みない為、経口摂取に切り替えて経口から抗生剤を

　　　　　　　　投与できないか検討中。処方と食事は呂Ｄｒが明日指示を出すそうです。指示を主治医にも報告し実施して下さい。

　　　　　　　　

＜隔離室入室患者様ケース検討＞

・畑中　成夫様～突発的な暴力行為の可能性ある事から、終日隔離継続中。

８時から１6時位まで車椅子使用し、ホールにて開放観察実施しています。

不穏さなく過ごされています。昨日から自室内でも歩行訓練を行おうとされる事あり。日中はスタッフ付き添いにて歩行訓練行うが、ふらつき・前傾加速歩行あり2往復すると自らやめられています。

引き続き開放観察中はドア破りや暴力行為などのリスクがある事を常に意識した対応と観察を行っていきましょう。
＜身体拘束患者様・要注目患者様ケース検討＞

・堀井　光男様～昨日、ミトン装着した状態でマーゲンチューブの自己抜去見られている。

　　　　　　　　現在しようしている物は指をきように曲げるため、現在と違う種類（自由に

指を曲げることが出来ないミトン）の購入検討を家族に促しながら都度介入や

見守りを行って行きましょう。

・川口　豊松様～薬は経口から摂取する事は出来ている。主治医より拘束しているから不穏に鳴るのではと指摘あり。拘束は本日のレントゲン結果により明日点滴が終了となれば解除予定となっています。

・泉川　ケイ子様～花見行事後より興奮あり。11時に自室のドアを蹴り破損させる事あり。

　　　　　　　　　14時Ａユニット12号室へ移動しています移動時も服薬や退院についての不満や一方的に話をするなどの言動が見られています。

　　　　　　　　　室内カメラや病棟備品などの破損を何度もされた経過がある為、本人の精神状態の変化に気を配りながら介入や観察を行っていきましょう。

＜新入院患者様ケース検討＞

　　原田　勉様（60）　入院形態：任意入院

　主病名：うつ病　　主治医：田名部Ｄｒ　Dユニット20号室
【現病歴】

普通高校に就労していたがH16年4月八戸工業高等学校へ転勤。環境が変わりなれないことから、
抑うつ感、意欲の低下、食欲の低下、不眠などの症状が出現。月曜日の朝になると嘔吐、咳など
の身体不調を呈することがある。健康診断での異常所見は無し。休日も自宅で閉じこもるように
なりH21年4月、普通高校に移動となったが、再度上記のような症状が出現。同時期より飲酒量
が増加。休日は日中から2000ml程度のビールを飲酒するようになる。その後も状態は改善されず
希死念慮も見られた事からH25年3/30当院初診。入院治療も検討されたが診断書作成し職場へは
病欠にて休んで頂き定期的に外来通院を行ってる。本日受診されている。本人は睡眠が取れてい
ると話すも妻様から見るとさほど取れておらず日中の飲酒も続いているとの事。1ヶ月もこのよ
うな生活が続いている為、アルコール依存の治療をしたいという意向があり。本日10：20東Dユ
ニットへ任意入院となる。

※食事：本日昼から常食

※服薬：本日夕から開始とし、持参薬使用するとの事。

※検査：至急検査はない。近日中に予定

（胸部レントゲン・尿検査・MRSA・採血・頭部CT・心電図・脳波）

※洗濯：家族　買物カード：なし

　1週間後からアルコールプログラム開始となります。

平内　よし様　

　　持参薬、5/25昼までの内服指示あり。

当院からの処方もあり。

御家族は退院後は施設入所を希望。

　　家族に対しての易怒性があるが入院後は穏やか。







